
令和８年度 安芸市立赤野小学校 学校評価書 

学校教育目標 ともに学び ともに育つ 赤野っ子 

学校経営方針 

１ 確かな学力の向上に努める 

２ 特別支援教育及び発達支持的生徒指導の視点に立って教育活動の充実を図る 

３ 家庭・地域・関係機関と連携・協働して学校教育の推進に努める 

４ 教育公務員としての使命感や責任感を自覚し、協働性を有した職場づくりに努める 

目指す児童像 自ら考え判断できる子（知）・思いやりと感動する心をもつ子（徳）・健康で明るく元気な子（体） 

学校経営理念 

児童が明日も行きたくなる学校、保護者・地域が子どもを行かせたくなる学校、教職員が勤めた 

い学校 

・組織力、授業力、地域力を高め、未来像「郷土を愛し、夢を抱き、高い志を掲げ、自分の力で未

来を切り拓いていける人材の育成」を目指す学校経営を行う。 

 

項目 
自己評価 学校関係者評価 

重点目標 具体的な取組 評価指標 達成状況 評価 改善方策 評価 講評 

知 

〇授業改善 

・各種学力調査全国平均＋

５以上 

・「先生は分かりやすい授業

を行っている」90％以上 

・「自分の考えを深めたり・

広げたり…」100％ 

（学調質問紙） 

〇ICT 活用 

・ほぼ毎日活用している児

童・教員 100％ 

・デジタルドリル活用時間

100％ 

〇授業改善 

・国語の校内授業研 

・年次研を兼ねた校内授業研 

・互見授業を計画的に行い、日常的に
授業改善を行う風土づくり。 

・校外での研修会への参加・内容報告 

〇ICT 活用 

・ICT を活用した授業実践の校内研修
（長期休業中） 

・チャレンジタイムの有効活用 

・1 人１台端末やデジタル教材を日常
的・効果的に活用した授業の促進を図
るとともに、授業と家庭学習のシーム
レス化を図る。 

〇授業改善 
・各種学力調査全国平均＋５以上 
・「先生は分かりやすい授業を行っ
ている」90％以上 
・「自分の考えを深めたり・広げた
り…」100％・国語校内授業研究年
１回以上 
・互見授業学期に 1 回以上 
・校外への研修参加１回以上 
〇ICT 活用 
・ほぼ毎日活用している児童・教員
100％ 
・デジタルドリル活用時間 100％ 

 

 

 

 

 

徳 

〇道徳教育の充実 

・道徳意識調査 

・「いじめはどんなことがあ

ってもいけない」100％ 

 

 

 

 

 

〇道徳教育の充実 

・「考え、議論する道徳」の授業が実践さ

れるよう、校内研修を計画的に実施し、

授業の質的向上を図る。また、 

・「地域ぐるみの道徳教育」を推進するた

め、学校便り・学級通信・道徳通信等で

道徳教育の取組を発信する 

・道徳意識調査を年２回実施し、結果を

分析・考察して指導改善に生かす。 

・全学級で道徳の公開授業を年１回実施

する。 

・通信等各年２回以上。 

・道徳意識調査で「いじめはどんなこと

があってもいけない」回答 100％ 

 

 

 

 

 

体 

〇体力の向上 

・全国体力・運動能力調査

合計：全国平均以上 

・高知県体力・運動能力、

生活実態等調査の総合評価

ABC 群の割合 80％以上 

・「体育の授業が楽しい」

100％ 

〇体力の向上 

・「こうちの子ども体力・運動能力向上プ

ログラム」を効果的に授業で活用 

・苦手な児童には段階的なめあてを設定

し、成功体験を積み重ねられるよう支援

する。  

・体力テストの結果・分析から学校及び

個々の課題を洗い出し、授業や体育朝

会・外遊びで課題の改善 

・全国体力・運動能力調査合計：全国平

均以上 

・高知県体力・運動能力、生活実態等調

査の総合評価 ABC 群の割合 80％以上 

・「体育の授業が楽しい」100％ 

 

 

 

 

 

横断 

特別支援教育及び生徒指導

の充実、不登校・学校渋り

未然防止 

①UDに基づく授業づくりを

行っている学級 100％ 

②SCを活用した校内支援会

の実施・児童との面談 

③「学校が楽しい」100％ 

④不登校児童０％の継続 

⑤きもちメーターの活用

100％ 

特別支援教育及び生徒指導の充実、不登

校・学校渋り未然防止 

・「UD チェックシート」を活用しながら、

すべての子どもに「わかる」「できる」授

業づくりを推進する。  

・SC による個人面談の実施 

・「きもちメーター」等を活用し、いじめ

や不登校の早期の情報共有と組織的な対

応を行う。 

・UD に基づく授業づくりを行っている

学級 100％ 

・SC を活用した校内支援会の実施・児

童との面談を年 1 回以上実施 

・校内支援会を学期に１回以上実施 

・「学校が楽しい」100％ 

・学校生活アンケート実施・考察（年２

回） 

・いじめ防止委員会の実施（学期に１回） 

・不登校児童０％の継続 

・きもちメーターの活用 100％ 

 

 

 

 

 

連携 

コミュニティースクールの

充実 

○学校運営協議会による学

校・地域の連携・協働によ

る教育活動の充実を図る。 

コミュニティースクールの充実 

①学校運営協議会の実施 

②総合的な学習の時間に地域教材を位置

付ける。 

 

・学校運営協議会年５回 

・学校行事への地域の方の参加人数が増

加している。 

 

 

 

 

 

 ※ 評価は、Ｓ…大変優れている、Ａ…優れている、Ｂ…概ね満足、Ｃ…要改善の４段階で記入する。 


